
 

 

 

2021年４月２６日 

 

商工中金との「事業再生・経営改善支援に関する業務協力契約」締結について 

 

 

 秋田銀行（頭取 新谷明弘）と商工組合中央金庫（代表取締役社長 関根正裕、以下、「商工中金」

という。）は、中小企業へのソリューション提供を強化するため、「事業再生・経営改善支援に関す

る業務協力契約」を締結しました。 

 本契約により、地域産業や雇用を担う中小企業に対して、事業再生や経営改善支援の分野で両機

関の連携を一層深め、協調して中小企業の企業価値向上をサポートしていきます。 

今回の契約締結により、「地域金融機関」と「公的金融機関」の持つそれぞれの機能や特性を活か

しながら、従来以上に連携を強化することで相乗効果を発揮し、新型コロナウイルス禍での地域経

済の活性化や雇用の安定に貢献してまいります。 

当行と商工中金は、事業再生や経営改善支援をはじめとした各種ソリューションの提供により、

地域の中小企業の持続的成長を積極的にサポートしてまいります。 

 

記 

 

１ 業務連携・協力の主な内容 

(1) お取引先中小企業の経営改善計画または事業再生計画の策定支援 

(2) 中小企業再生支援協議会をはじめとする事業再生・経営改善に必要な第三者機関との連携 

またはその紹介 

(3) DDS・DES等、多様な再生手法にかかる情報交換・協調対応 

(4) 経営改善計画を実行するために必要な資金ニーズに係る協調融資等 

(5) 経営改善計画を実行するために必要な本業支援等に係る情報交換や協調支援など 

 

２ 締結日 

2021年４月 26日（月） 

 

（以 上） 

 

 

 

 

 

 SDGsとは、2015年に国連で採択された持続可能な開発目標（Sustainable Development 
Goals）のことです。2030年までに解決すべき世界的優先課題 17目標と目標を達成するた
めの 169のターゲットが示されています。 
 秋田銀行グループは、2019年 10月に「あきぎん SDGs宣言」を制定しました。 


